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申
告
は

●
市
・
都
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方

①
平
成
13
年
1
月
1
日
現
在
、
日
野
市

に
住
ん
で
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
営
業
・
農
業

．．
そ
の
他
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
が
、
所

得
税
の
確
定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

②
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

③
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

る
方
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
必
要

と
し
な
い
方

④
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
給
与
所
得

以
外
の
所
得
が

20
万
円
を
超
え
な
い
方

⑤
公
的
年
金
の
受
給
者
で
所
得
税
の
確

定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

⑥
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
で
、

年
末
調
整
・
所
得
の
申
告
で
、
同
居
の

方
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
方
※

特
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
忘
れ
ず
に

⑦
他
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る
方
の

扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方
（

一
人
住

ま
い
の
学
生
•
お
年
寄
り
な
ど
）

⑧
昨
年
中
に
所
得
の
な
か
っ

た
方
で

も
、
非
課
税
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、

申
告
が
必
要
で
す

②
日
野
市
に
住
ん
で
い
な
い
が
、
平
成

13
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
家
屋
敷

・
事
業
所
・
事
務
所
を
所
有
し
て
い
る

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
市
・
都
民
税
申
告
書
（
申
告
書
が
送

ら
れ
て
い
る
方
は
そ
の
用
紙
）

②
平
成

12
年
中
の
所
得
（
収
入
）
に
関

す
る
書
類

①
給
与
所
得
の
方
は
、
源
泉
徴
収
票
か

給
与
明
細
書

②
年
金
所
得
の
方
は
、
年
金
の
源
泉
徴

収
票

R
給
与
・
年
金
以
外
の
所
得
の
あ
る
方

は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
算
定
基

礎
と
な
る
帳
簿
や
領
収
書

③
平
成

12
年
中
の
控
除
に
関
す
る
書
類

①
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
•
国
民

年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た

方
は
、
そ
の
領
収
書
な
ど

②
生
命
保
険
料

・
損
害
保
険
料
な
ど
を

支
払
っ
た
方
は
、
そ
の
支
払
証
明
書

R
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど

④
そ
の
ほ
か
控
除
に
必
要
な
書
類

※
社
会
保
険
料
な
ど
で
、
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
分
に

つ
い
て
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん

④
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

●
申
告
書
の
配
布

市
・
都
民
税
申
告
書
は
、
市
役
所
1

階
市
民
税
課
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅
連

絡
所
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
郵
送
し
ま

課
ヘ

方
（
単
身
赴
任
中
の
方
な
ど
）

市

民

税

課

釘
言．翫

七
生
支
所
・
豊
田
駅
連
絡
所
で
も
完

全
記
入
済
み
の
市
・
都
民
税
申
告
書
は

お
預
か
り
し
ま
す
が
、
税
専
門
の
職
員

が
い
な
い
た
め
、
申
告
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
。
内
容
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は、

市
民
税
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、・o
l
v
 申

告
書
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
同
封
の
う
え
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
先
11

日
野
市
役
所
市
民
税
課

(〒

1
9
1
1
8
6
8
6
住
所
不
要
）

市
・
都
民
税
の
申
告
相
談
・
受
け
付
け

は
、
表
ー
の
と
お
り
で
す
。

程日付受
．
 

談相告申の税民都
．
 

市

2月16日（金）
l 

市役所

3月15日（木） 1階101会議室

2月21日（水）
~23日（金） 七生公会堂

9 :00~11 :oo 
13:00.-..;16:00 

※土曜・日曜日
を除く

※七生公会堂は駐車場が狭いため、車での来場はご遠慮ください

市
・
都
民
税
の
申
告
と
所
得

税
の
確
定
申
告
の
受
付
期
間

は、

2
月
1
6
日
②
ー
3
月
15日

困
で
す
。

例
年
、
申
告
期
限
が
近
づ
く

と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

申
告
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
告
相
談
・
受
付

す
の
で
、
必
要
な
方
は
市
民
税
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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ーロぃヽ確
定
申
告
i

●
所
得
税
の

確
定
申
告
が
必
要
な
方

①
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
譲
渡
所

得
な
ど
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
方

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
給
与
の
収

入
金
額
が
2
千
万
円
を
超
え
る
方
、
給

与
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方
及
び
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与

を
得
て
い
る
方

③
同
族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
会
社
か

ら
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利
子
、
店

舗
・
工
場
な
ど
の
賃
貸
料
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
方

●
申
告
書
の
配
布

確
定
申
告
書
は
、
日
野
税
務
署
に
あ

り
ま
す
。

市
役
所
1
階
市
民
税
課
、
七
生
支

所
、
豊
田
駅
連
絡
所
に
は
、
一
部
の
申

告
書
に
限
っ
て
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、

申
告
書
の
種
類
と
数
に
限
り
が
あ
り
ま

（
問
）
私
は
、
市
外
に
単
身
赴
任
し
て

い
る
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
で
す
。

収
入
が
な
い
の
で
、
申
告
す
る
必
要
は

な
い
と
思
う
の
で
す
が
？

〈
答
〉
収
入
が
な
く
て
も
、
次
の
方
は

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
ど
な
た
か
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
扶
養
者
と
同
居
し
て
い
な
い
方
。

例
え
ば
、
単
身
赴
任
中
の
夫
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
妻
、
一
人
暮
ら
し
の
学
生

•
お
年
寄
り
な
ど

こ
れ
ら
の
方
は
、
市
で
は
扶
養
関
係

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
申
告
が
な

い
と
非
課
税
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

（
問
）
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
が
、

昨
年
、
講
演
を
し
た
こ
と
等
に
よ
っ

て
、
若
干
の
謝
礼
を
受
け
取
っ
て
い
ま

す
。
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
申
告
を
要

し
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
・
都
民

税
の
申
告
は
必
要
で
す
か
？

〈
答
〉
所
得
税
に
お
い
て
は
、
給
与
所

●
申
告
書
の
提
出
先

確
定
申
告
書
の
提
出
先
は
、
日
野
税

務
署
で
す
。

申
告
期
間
中
は
、
完
全
記
入
済
み
の

も
の
に
限
り
、
市
役
所
1
階
市
民
税
課

で
お
預
か
り
し
て
日
野
税
務
署
へ
届
け

ま
す
（
内
容
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
）
。

●
こ
注
意
を

①
申
告
書
や
納
付
書
が
送
ら
れ
て
い
る

方
は
、
必
ず
そ
の
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い

②
営
業
・
農
業
・
そ
の
他
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、
必
ず

決
算
書
や
収
支
内
訳
書
を
申
告
書
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い

③
申
告
書
の
「
控
」
も
必
ず
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い

得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
給
与

所
得
者
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
を
す

る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
市
・
都
民
税
に
お

い
て
は
、
源
泉
徴
収
制
度
が
採
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
給
与
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、

給
与
所
得
と
合
わ
せ
て
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告

す
る
方
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が

あ
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
1
面
左
下

の
「
給
与
所
得
以
外
の
住
民
税
の
徴
収

方
法
の
選
択
」
欄
（
表
2
参
照
）
を
忘

れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
問
）
私
は
昨
年
10
月
に
退
職
し
、
現

在
無
職
で
す
。
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
か
？

〈
答
〉
現
在
無
職
で
も
、
昨
年
収
入
が

あ
っ
た
場
合
に
は
申
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
の
途
中
で
退
職

し
た
場
合
に
は
、
年
末
調
整
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告

※「特別徴収」に0をした場合••給与以外の所得に対する市・
都民税を給与から差し引きます

※「普通徴収」に0をした場合…給与以外の所得に対する市・
都民税を給与から差し引かないで自分で納付してください

④
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ

た
申
告
を
し
た
場
合
は
、
後
で
不
足
の

税
金
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税

も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
確
定

申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
書
き
ま
し

ょ
入
ノ申

告
書
は
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す
。

ご
自
分
で
申
告
書
を
作
成
さ
れ
た
方

は
、
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

※
郵
送
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

「
申
告
書
控
」
に
税
務
署
の
収
受
印

が
必
要
な
方
は
、
提
出
す
る
申
告
書
の

ほ
か
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
た
「
申

告
書
控
」
、
「
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
の

封
筒
」
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
返
信
用
封
筒
に
は
、
住
所
、
氏
名

を
忘
れ
ず
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
先
11
日
野
税
務
署
(
〒

1
9
1
_
8

5
2
0
住
所
不
要
）

表 2 住民税・事業税に関する事項 市 あさを

配当に関する 円 円
なりれし

住民税の特例
非居住者の特例 者〖おまたて

民‘す所＜
給与所得以外の住民税の徴収方法の選択・・・・・・・特」徴収・普通 収 秒i確[ 0 得:tご
事業用資産の 円

の定税さ

譲渡損失など
非課税所得など 円申申 がい

牛牛

平成 l2年 損益通算の特例適
ロロ還゜

月日
開（廃）業月日 用前の不動産所得

． は を 付給
不 さ さ与
要れ れか
でた る ら
す方場天
゜は 合引

‘ がき

す
の
で
、
電
話
で
確
認
の
う
え
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。

日
野
税
務
署

n
5
8
5
.
5
6
6
1
 

●
申
告
書
は
手
軽
に
郵
送
で

＼
 

■教
育
委
員
会
第
10
回
定
例
会

平
成
12
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会
第

10
回
定
例
会
が
1
月
1
1
H
に
開
か
れ
、

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▽
可
決
さ
れ
た
議
案
11
教
育
委
員
会
事

務
局
職
員
人
事
／
日
野
市
体
育
施
設
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
提
出
／

日
野
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る

規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

／
日
野
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関

す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の

制
定
／
H
野
市
社
会
教
育
指
導
員
設
置

等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
の
制
定
／
日
野
市
指
定
有
形
文
化

財
「
高
橋
家
長
屋
門
」
の
指
定
解
除

▽
報
告
事
項
11
日
野
市
立
小
学
校
、
中

学
校
校
舎
棟
P
C
B
使
用
照
明
器
具
に

関
す
る
結
果
報
告
ほ
か
8
件

▽
請
願
審
査

11
日
野
市
広
報
「
ひ
の
」

幼
稚
園
統
廃
合
の
掲
載
文
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
と
し
て
の
謝
罪
な
ど
を
求
め

る
陳
情
…
不
採
択

※
第
11
回
定
例
会
は
、

2
月
15
日
困

に
開
催
さ
れ
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
教
育
庶
務
課

■市
長
の
動
き

(
1
月
後
半
）

▽
1
6
H
I
I
東
京
都
市
長
会
建
設
部
会

（
自
治
会
館
）
に
出
席
、
日
野
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）

に
挨
拶
▽

1
7
B
1
1
H
野
市
消
費
者
運
動

連
絡
会
と
の
懇
談
会
（
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
）
に
出
席
▽

18
日
11
東
京
都
市

長
会
厚
生
部
会
（
自
治
会
館
）
、
東
京

都
医
療
審
議
会
（
都
庁
）
に
出
席
、
東

京
南
農
協
日
野
地
区
青
壮
年
部
賀
詞
交

歓
会
（
市
内
）
に
挨
拶
▽

19
日
11
日
野

市
赤
十
字
奉
仕
団
（
中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
、
平
山
台
工
業
連
合
会
（
七
日
会
）

賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）
に
挨
拶
▽

2
0
B

11
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
会
議
（
市
民

会
館
）
に
出
席
、
東
京
都
行
政
書
士
会

八
王
子
支
部
賀
詞
交
歓
会
（
八
王
子
市
）

に
挨
拶
▽

21
日
11
甲
州
街
道
サ
ミ
ッ
ト

（
調
布
市
文
化
会
館
）
に
出
席
▽

22
日

11
青
年
海
外
協
力
隊
員
帰
国
報
告
（
庁

内
）
▽
23
日
11
市
長
相
談
日

(
3
件）、

清
掃
事
業
従
事
者
褒
賞
式
（
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
）
、
日
野
消
防
関
係
四
団
体

合
同
賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）
に
挨
拶
▽

24
日
11
日
野
青
年
会
議
所
賀
詞
交
歓
会

（
市
内
）
に
挨
拶
▽
25
日
11
束
京
都
巾

長
会
議
、

三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議

会
第

一
部
会
（
い
ず
れ
も
自
治
会
館
）
に

出
席
、
日
野
市
果
実
組
合
賀
詞
交
歓
会

（
市
内
）
に
挨
拶
▽

26HII
束
京
都
自

動
車
整
備
振
興
会
賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）

に
挨
拶
▽
27
日
11
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
（
市
民
会
館
）
、
束
京
都
消
防
協
会

南
多
摩
支
部
研
修
会
に
伴
う
懇
親
会

（
庁
内
）
に
挨
拶
▽
28
日
11
日
野
市
ラ

ジ
オ
体
操
会
賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）
に

挨
拶
▽
29
日
11
福
祉
事
業
団
辞
令
交
付

式、

H
野
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
賀
詞

交
歓
会
（
い
ず
れ
も
庁
内
）
に
挨
拶
▽

31
日
11
日
野
市
遺
族
会
新
年
会
（
中
央

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶

■図
書
館
嘱
託
・
臨
時
職
員

▽
勤
務
期
間
1
1
4
月
S
来
年
3
月
末
日

※
勤
務
日
時
は
図
書
館
に
よ
り
異
な
り

ま
す

▽
勤
務
場
所
11
市
内
図
書
館

▽
勤
務
内
容
11
図
書
の
貸
し
出
し
・
返

却
及
び
整
理
等
の
補
助

▽
応
募
資
格
1155
歳
未
満
の
健
康
で
図

書
館
に
関
心
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
賃
金

11
時
給
870
円
か
ら
（
交
通
費
実

費
支
給
）

▽
応
募
方
法
1
1
2
月
20
日
因
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
中
央
図
書
館

（
豊
田
2
の
4
9
6
5
8
1
.
7
3
5
4
)

へ

持
参

ヽ
琵
g

■た
ち
か
わ
生
涯
学
習
文
化
講
演
会

「
ル
ノ
ワ
ー
ル
展
異
端
児
か
ら
巨
匠

へ
の
道
」

詈
口
時
1
1
3
月
2
日
②
午
後
7
時
か
ら

▽
会
場
11
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

ァ
イ
ム

▽
講
師
11
千
足
伸
行
氏
（
成
城
大
学
教

授）▽
申
込
み
先
11
立
川
市
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係

(
6
5
2
3
.
2
1
ー

1
)

■就
職
百
人
会

ワ
ク
八
王
子
で
は
、
集
団

ノ
ロ
ー
ー

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
野
、
八
王

くらしな鯵m遭• お気軽にこ相談ください

日野市社会福祉協議会では、皆さんからのいろいろな相談

を受け付けています。費用は無料です。

▽日時・内容＝別表のとおり

▽会場＝中央福祉センター（日野本町 7の5の23)
▽問合せ先＝日野市社会福祉協議会 (ff582-2319) 

毎月第 2.第 4

金曜日

13:00-----16:00 

毎月第 1～第 4

火曜日

13:30---15:30 

毎月第 1•第 3
火曜日

9:00---12:00 

弁護士が、遺産相続、離婚、
土地・住宅問題等の法律に関
する相談に応じます
※係争中の問題は除きます

民生委員が、悩みごと・心配
ごとなら、なんでも相談に応
じます

臨床心理士が、職場・家族・
交友関係などの心の悩みの相
談に応じます

毎月第 2•第 4
木曜日

13:00---16:00 

東京都高年齢者就業相談貝が、お
おむね55歳以上の方に、就業相談

・就職あっせん等を行います

毎月第 3
月曜日

13:00,--.,16:00 

理学療法士が、退院後の在

宅での訓練方法や心得の相

談に応じます

随時

市内の建築業者が身体の不自由

な方のための住宅の改造につい

ての相談・施工に応じます

侮月第 2•第 4
水曜H
13:00--16:00 

一般旅行業務取扱主任者の有

資格者が、体の不自由な方の

外出や旅行の相談に応じます

子
市
内
企
業
を
中
心
と
し
た
20
社
が
参

加
し
ま
す
。

▽
日
時

1
1
2
月
2
7
H
因
午
後
1
時
30
分

S
3
時
30
分

▽
会
場
11
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王
子

▽
対
象
11
お
お
む
ね
4
0
歳
以
下
の
求
職

者▽
問
合
せ
先

11
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
王
子

(
6
0
4
2
6
.
4
8
.
8
6
0
9
)
 

■児
直
虐
待
1
1
0
番
（
電
話
相
談
）

▽
日
時
1
1
2
月
17
日
山
午
前
10
時
S
午

後
4
時

▽
相
談
電
話
1
1
0
3
.
3
5
8
1
.
1
8

8
5
 

※
無
料
電
話
相
談
・
面
接
相
談
も
常
設

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先

11
第
二
東
京
弁
護
士
会

(
6
0
3
.
3
5
8
1
.
2
2
5
9
)
 

ー 支えあい助けあうまち H野のまち R 
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■3
月
1
日
か
ら
市
議
会
を
開
催

平
成

13
年
第

1
回
市
議
会
定
例
会

は、

3
月
1
日
因
開
催
の
予
定
で
す
。

■平
成
13
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧

言
口
時
1
1
4
月
2
日
①
S
2
3
日
①
午
前

8
時
30
分
ー
午
後
5
時
※
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く

▽
会
場
11
市
役
所
1
階
102
会
議
室

▽
問
合
せ
先
11
資
産
税
課

■平
成
13
年
度
償
却
資
産
の
申
告
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
申
告
を

申
告
期
限
の

1
月
31
日
を
過
ぎ
て
い

ま
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
す
ぐ

に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
郵
送
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先
11
資
産
税
課
家
屋
償
却
資

産
係■東

町
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計

画
（
第
2
回
変
更
）
の
縦
覧

日
野
都
市
計
画
事
業
東
町
土
地
区
画

整
理
事
業
の
事
業
計
画
を
変
更
す
る
た

め
、
そ
の
内
容
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

▽
縦
覧

8
時
1
1
2
月
26
日
①
ま
で
の
午

前
9
時
ー
午
後
4
時
※
土
曜
・
日
曜
日

も
実
施

▽
主
な
変
更
内
容
11
①
道
路

・
公
園
と

水
路
等
の
設
計
変
更
②
保
留
地
面
積
及

び
減
歩
率
の
変
更
③
資
金
計
画
の
変
更

▽
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先
11
市
役
所
3

階
区
画
整
理
第
2
課

■今
春
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ
入
学
通

知
書
を
送
り
ま
し
た

今
年
4
月
に
市
立
小
・
中
学
校
へ
入

学
す
る
お
子
さ
ん
に
入
学
通
知
書
を
送

＊
新
し
い
病
院
の
最
大
の
課
題

市
で
は
、
平
成
14
年
6
月
の
開
院

を
目
指
し
て
病
院
を
新
築
中
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
約
16
カ
月
間
、
こ
の
コ

ー
ナ
ー
で
新
し
い
病
院
の
運
営
方
針

や
経
営
方
針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

ま
ず
新
病
院
の
最
大
の
課
題
は、

市
民
生
活

り
ま
し
た
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や

学
校
に
関
す
る
ご
相
談
が
あ
る
方
、
今

年
4
月
末
ま
で
に
転
校
ま
た
は
国
立
・

私
立
小
・
中
学
校
へ
進
学
を
予
定
さ
れ

て
い
る
児
童
•
生
徒
の
保
護
者
の
方
は
、

学
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11
小
学
校
…
平
成
6
年
4
月
2

日
ー
平
成
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
／
中

学
校
…
昭
和
63
年
4
月
2
日
ー
平
成
元

年
4
月
1
日
生
ま
れ

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

■法
律
講
座
と
無
料
法
律
相
談
会

▽
日
程
1
1
3
月
3

日
士

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
時
間
・
内
容
11
午
後
1
時
S
2
時
…

法
律
講
座
「
離
婚
」

／
午
後
2
時
S
4

時
…
法
律
相
談
会
※
申
し
込
み
不
要
、

直
接
会
場
へ

▽
主
催
11
東
京
三
弁
護
士
会
八
王
子
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局

(
6
0
4
2
6
.
4
5
.
4
5
4
0
)
 

■転
出
・
転
入
の
際
は

水
道
使
用
中
止
・
開
始
の
連
絡
を

◎
転
居
・
転
出
等
の
方

市
内
転
居
や
他
市
町
村
へ
転
出
の
際

は
、
引
っ
越
し
の

4
、
5
日
前
ま
で
に

水
道
使
用
中
止
の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
を
忘
れ
る
と
、
そ
の
後
も
料

金
を
継
続
し
て
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る
時

や
、
家
の
取
り
壊
し
な
ど
で
水
道
を
廃

止
す
る
時
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
転
入
等
の
方

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
、
選

ば
れ
る
病
院
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
の
第

一
歩
と
し
て
日
野
市
医
師

会
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、

新
病
院
が
市
内
の
医
療
機
関
と
し
て

最
大
限
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
作

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
病
院
に
つ
い
て
ご
意
見
や
ご
提

案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
市
立
総
合
病
院
）

▽請求時期11①7日以上入院して

退院したとき②期間中(4月1日

ー翌年3月31日）に入院日数が181

日以上になったとき③入院中に年

度の末日になったとき（毎年3月

31日）※6カ月以内に請求を

▽申請に必要なもの11①入院期間

が確認できるもの（入院費領収書、

入院証明書など）②印鑑（朱肉を

使うもの）R請求者の預金通帳

（郵便局は除く）※直接請求でき

ない場合はご相談ください

▽問合せ先11高齢福祉課医療係

■保健福祉サービスの苦情は福祉
オンブズバーソンヘ

1月1日から、日野市福祉オン

ブズパーソン制度がスタートしま

した。

この制度は、市民の保健福祉サ

ービスに係る苦情を迅速に処理

し、市民の権利及び利益を守るた

めの制度です。気軽にご相談くだ

"" 

入院日数 見舞金額
.、 約~~

7日～ 60日 10,000円

61日～ 180日 20,000円

181日以上 30,000円

※期間は4月 1日～翌年3月31日です
※年度内見舞金の合計額は、30,000円です

マ
入
院
時
の
食
事
負
担
額
が
変
更

入
院
時
の
食
事
負
担
限
度
額
が
1
日

780
円
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
、

こ
れ
ま
で
と
お
り

9
0
8
ま
で

650
円、

9
1
B
H
以
降
500
円
で

す
。

ァ
海
外
療
養
費
の
支
給
制
度
を
新
設

国
保
の
加
入
者
が
、
海
外
で
受
診
し

た
と
き
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
診
療

内
容
明
細
書
、
領
収
明
細
書
と
そ
の
翻

訳
文
（
翻
訳
者
の
住
所
、
氏
名
も
記

高額療養費自己負担限度額（月額）

区分
，自 、」己ュ、99'9C｛負担『初限度額， 『

自己多鉗数旦回限の麿額
必り月 浮~ '9 

（所を上得超位6え所70る得万世者円帯）
(609,00医0療円を超えた

費の10%円) 70,800円
+ 121,80 

(318,00医0療円費を超えた
般 の1%) 37,200円

+63,600円

市非課・都税民世税帯 35,400円 24,600円

※多数回とは同一世帯で前12カ月間に 4回以上高額療養費の支
給を受けた場合、 4回目以降の自己負担限度額をいいます

ー

I
,
1

，
 

鼻
・
年
金
"

■国
保
の
制
度
が
変
更
に

国
民
健
康
保
険
の
制
度
が
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
し
た
。

▼
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が

変
更平

成

13
年
1
月
1
日
か
ら
国
保
加
入

者
の
高
額
療
養
費
自
己
負
担
額
が
別
表

の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

•
医
療

入
）
を
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
日
本
の
病
院
等
に
か
か
っ
た
場

合
の
保
険
診
療
料
金
を
基
準
と
し
た
金

額
か
ら
、

一
部
負
担
金
を
差
し
引
い
た

額
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
給
付
係

■離
乳
食
教
室

▽
日
時
1
1
3
月
1
日
困
午
前
10
時
S
l
l

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
話
、
試
食
、
身
体
計
測
（
希
望
者
）

▽
対
象
11
生
後
4
S
5
カ
月
児
（
お
お

む
ね
平
成
12
年
10
月
生
ま
れ
）
と
保
設

者
※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可

▽
持
ち
物
11
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(6
5
8
1
.
4
1

1
1
)
 

■病
気
の
早
期
発
見
に

S
一
日
人
間
ド

ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク

▼
＿
日
人
間
ド
ッ
ク

▽
検
査
日
11
侮
週
火
曜
・
木
曜
日

▽
定
員
11
各
3
人
（
予
約
制
）

▽
費
用
11
女
性
：
3
万
8
千
400
円
／
男

性
…
3
万
4
千
100
円
（
と
も
に
消
費
税

別）烹
脳
ド
ッ
ク

▽
検
査
日
11
毎
週
火
曜
・
木
曜
日

▽
定
員
11
各
2
人
（
予
約
制
）

▽
費
用
1
1
4
万
5
千
円
（
消
費
税
別
）

以
上
▽
受
付
日
時
11
毎
日
午
前
8
時

3
0分
S

午
後
4

時
※
土
曜
•
H

曜
日
、

祝
日
を
除
く

▽
会
場
・
申
込
み
先
11
市
立
総
合
病
院

(
6
5
8
1
.
2
6
7
7
)
 

1 2月後期休日診療医］
診療時間： 9: 00-12: 00 

13 : 00-17 : 00 

多摩平小児科（児科） ― 加藤医院（内・児科）
多摩平7-6-3ft584-6002 百草920-17ft591-7578 

I 
; l 

多摩平整形外科（整科） みやもと小児科（児科）
多摩平5-4-3ft584-6806 百草999ft59 l -1 31 2 

至
八
王
子

休日準夜診療所

診療日時 1土曜：日曜日、祝日
19 : 30~22 : 30 

診療科目 内科・小児科

場 所
日野本町1-7-2 

ff584-l66l 

至立川駅

漏

■高
齢
者
入
院
見
舞
金
制
度

70
歳
以
上
の
方
が
病
気
な
ど
で
7
日

以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
時
に
見
舞
金

を
贈
る
制
度
で
す
。
忘
れ
ず
に
請
求
を
。

▽
見
舞
金
額
11
別
表
の
と
お
り

祉 ．

さ
い
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課

入
居
先
で
水
道
が
使
用
で
き
る
状
態

で
も
使
用
開
始
の
申
し
込
み
を
し
な
い

と
、
使
用
開
始

H
や
使
用
者
の
確
認
が

で
き
ま
せ
ん
。
後
日
、
料
金
の
ト
ラ
プ

ル
の
も
と
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
受
付
日
時
11
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
ー
午
後
5
時

▽
問
合
せ
先
11
水
道
業
務
課

(6581.

0
2
7
6
)
 

へ
I
歳
に

寸

な
り
ま
し
だ

砂
場
悠
希
く
ん

（
す
な
ば
．
ゅ
う
き
。

平
成
12
年
2
月
1
日
午
後

5
時
56
分
生

ま
れ
。
父・

章
利
さ
ん
、
母
・
里
香
さ

ん
。
南
平
在
住
）

最
近
よ
く
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
悠
希

く
ん
。
テ
ー
プ
ル
の
周
り
を
グ
ル
グ
ル

回
っ
て
、
飼
い
犬
の
ゴ
ン
と
仲
良
く
遊

ん
で
い
ま
す
。
リ
ン
ゴ
や
グ
ラ
タ
ン
が

大
好
き
で
、

こ
の
ま
ま
元
気
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
み
ん
な
願
っ
て
い
ま
す
。

休日歯科応急診療所
日曜日、祝日

診療日時|9:00~12: 00、13:00~17: 00 
（受け付けはl6:00まで）

場 所
高幡308-l 

云．回594-21ll 

救急病院2月後期宿日直予定表
日

~;花輪病院
云 (582)0061

‘,‘, 

15
木

小

児

（
 

・
整
形
外
科
一
内

科

、-,'”
16
金(
 
整

形

外

科

一内

科

‘.＇‘、
17
土（
 

（
夜
）
内

（
昼
）
外

斗特

内

・

外

科

外

H
 

‘.＇‘
-

19
月、,̀‘

内

科
一
外

‘,‘、
20
火‘、,‘

外

科

一内

（注） 診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホンセンター
（日野消防署n58l-Ol19)へ問い合わせを

ヽ
~

21
水
ー
内

（
 

科

一外

‘.,'-

22
木（
 
小

児

・
整
形
外
科
＿
内

、’ノ
23
金

泌

尿

器

科

一

内

（
 

、̀‘,

24
土（
 

（
夜
）
内

（
昼
）
眼

眼

科科

内

科科

‘,'‘ 
26
月
一内

（
 

ヽ
~

27
火

眼

（
 

‘.'ノ
28
水（
 
内

科

一外

科

一内

科

＿外

科 科 科 科 科 科 科 科 科

R
 

健康でいきいきとしたまちに 一~



市役所代表電話
TEL.042-585-111 l 苺直涵凪磁脇品 第 1009号 2/15 

［ みんなで支え合う ］ 

仕組みをお知らせします

国
民
年
金
の

目
的
は
？

社
会
保
障
の
重
要
な
柱
と
し
て
高

齢
、
障
害
な
ど
の
際
に
、
所
得
保
障
を

行
い
、
生
活
の
安
定
を
維
持
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
た

保
険
料
は
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
々

の
年
金
に
充
て
ら
れ
、
将
来
受
給
す
る

年
金
は
後
世
代
の
方
々
が
納
め
た
保
険

料
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
、
す
べ
て

の
人
が
相
互
に
助
け
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
重
要
な
社
会
保
障

制
度
で
す
。

必
す
加
入
す
る
の

で
す
か
？

国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
を
し
な
い
と
、
年
金
を

受
け
る
た
め
に
最
低
必
要
な
資
格
期
間

(25
年
）
を
満
た
せ
な
い
た
め
、
受
給

で
き
な
く
な
っ
た
り
、
障
害
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
な
い
な
ど
不
都
合
が
生
じ

ま
す
。

国
民
年
金
の

被
保
険
者
は
？

職
業
に
よ
っ
て
次
の
3
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
（
表
1
参
照
）
。

■第
1
号
被
保
険
者

自
営
業
、
農
業
、
学
生
、
勤
め
て
い

て
も
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方

な
ど■第

2
号
被
保
険
者

-
任
意
加
入

被
保
険
者

60
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
年
金
を
受

け
る
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ
た
方

や
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
方
、

ま
た
、

20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
海
外
に

住
む
日
本
人
の
方
は
、
希
望
す
れ
ば
国

民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

65
歳
の
時
点
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
が
不
足
す
る
方
は
70
歳

未
満
ま
で
の
間
で
受
給
要
件
に
達
す
る

ま
で
、
希
望
す
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入

あなたはどの種別に該当しますか？

国
民
年
金
は
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、
一
人
ひ
と

り
が
老
後
に
共
通
し
た
年
金
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
国
が
運
営
し
て
い
る
制
度

で
、
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
」
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
急
速

に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
年
金
に
つ

い
て
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
国
民
年
金
の
基
本
的
な
仕
組
み

や
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す。

•
自
分
で
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
保
険
料
は
配
偶
者
が
加
入
し
て

い
る
年
金
制
度
が
ま
と
め
て
納
め
ま
す

方
養

の
扶
夫

ど
に
は

な
劉
た

霊瞑
ふ
嘉

員
号
て

聾
江

c
 一 一会社員、公務員など（職

場で厚生年金か共済組合
に加入）

手
続
き
と
保
険
料
の
納
付
は
本
人
に
代

わ
っ
て
事
業
主
が
行
い
ま
す ·— 自営業、農業、学生、勤

めていても厚生年金に加
入していない方など

自
分
で
手
続
き
を
し
て
、
自
分
で
保
険

料
を
納
め
ま
す

会
社
貝
、
公
務
員
な
ど

■第
3
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
の
方
に
扶
蓑

さ
れ
て
い
る
妻
ま
た
は
夫
。
届
け
出
が

必
要
で
、
こ
れ
を
忘
れ
る
と
年
金
受
給

に
支
障
が
出
ま
す
（
表
2
参
照
）
。

便
利
な
口
座
振
替
や

お
得
な
前
納
を

で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
昭
和
30
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
の
方
に
限
り
ま
す
）
。

20
歳
に
な
る

皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
る
前
月
に
加
入
の
ご
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
。
必
ず
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

回
答
が
な
い
場
合
で
も
、
国
民
年
金

に
加
入
す
べ
き
方
に
は
、

基
礎
年
金
番

号
を
付
番
し
た
年
金
手
帳
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
万

一
の
と
き
に
障
害
年
金

を
受
け
た
り
、
将
来
、
満
額
の
老
齢
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。

ま
た
、

20
歳
で
受
け
た
年
金
手
帳

は
、
生
涯
使
用
し
て
い
く
も
の
で
、
就

職
す
る
と
き
も
必
要
で
す
。
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

収
入
の
増
減
に
関
係
な
く
、
侮
月
定

額
で
す
。
平
成
12
年
度
は
、

1
カ
月
1

万
3
千
300
円
で
す
。

お
近
く
の
金
融
機
関
か
郵
便
局
の
窓

口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
支
払
い
に
は
口
座
振
替
を

ご
利
用
に
な
る
と
、
納
め
忘
れ
も
な
く

金
融
機
関
や
市
役
所
に
出
向
か
な
く
て

す
み
、
大
変
便
利
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
場
合
、

2
年

以
内
な
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま

す
が
、

2
年
を
過
ぎ
る
（
納
期
限
は
2

年
1
カ
月
）
と
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
翌
月
2
6
B
(
3
月
分
の
み
4
月
16

B
)
に
振
り
替
え
さ
れ
る
口
座
振
替
が

確
実
で
安
心
で
す
。

ま
た
、
前
納
の
場
合
、
平
成
12
年
度

で
は
、

1
年
で
3
千
850
円、

6
カ
月
で

880
円
の
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

免
除
制
度
が

あ
り
ま
す

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き
に

保
険
料
は
ワ

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
免
除
を

受
け
た
期
間
の
年
金
額
は
、
保
険
料
を

納
め
た
場
合
の
3
分
の
1
と
な
り
ま
す
。

な
お
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
免
除
期

間
の
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

烹
子
生
納
付
特
例
制
度

平
成
12
年
4
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

学
生
免
除
制
度
に
変
わ
り
、
学
生
の
本

人
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
る
場
合
、

申
請
に
基
づ
い
て
、
保
険
料
の
納
付
を

要
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
納
付
を
要
し
な
か
っ
た
期
間

は
、
そ
の
各
月
か
ら
10
年
間
は
、
保
険

料
を
追
納
で
き
ま
す
。

保
険
料
が
追
納
さ
れ
な
い
場
合
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
期
間

中
の
障
害
事
故
に
つ
い
て
は
、
障
害
の

程
度
に
応
じ
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
必
ず
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
年
金
手
帳
・
学
生
証
•
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
、
市
役
所
2
階
保
険
年
金

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
取
る
年
金
は
？

て
老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金
は
、
受
給
資
格
期
間

（
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
期

間
、
免
除
期
間
、
合
算
対
象
期
間
の
合

計
が
25
年
以
上
）
を
満
た
し
た
方
が
原

則
と
し
て

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
1
1
8
0
万
4
千
200
円

こ
の
金
額
は
、
生
年
月
日
に
応
じ
た

加
入
可
能
年
数
を
す
べ
て
納
付
し
た
場

合
の
金
額
で
す
（
平
成
12
年
度
）
。

竺
障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
加
入

中
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
初
診
8
の
前
1
年

間
に
、
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な

ど
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

な
お
、

20
歳
に
な
る
前
か
ら
障
害
の

あ
る
方
に
は
、

一
定
の
基
準
に
よ
り
20

歳
か
ら
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す。

＊
国
民
年
金
…
市
保
険
年
金
課
年
金
係

＊
厚
生
年
金
…
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所

(~o426.26.3511) 

職場の年金に加入していない方は、国民年金の加入手続きを

第 1号・第3号被保険者の方が職場の年金に加入したときには、
国民年金の種別変更の手続きを（扶養する配偶者がいる方は、同
時に配偶者の方の種別変更の手続きも）

職場の年金の加入者が60歳前に退職したときは、種別変更の手続
きを（扶養する配偶者がいる方は、同時に配偶者の方の種別変更
の手続きも）

結婚や、収入減などで、配偶者（職場の年金に加入中）に扶養さ
れるようになったときは、第 3号被保険者への種別変更の手続き
を

離婚や、収入増、配偶者が職場の年金をやめたりしたときは、第
1号被保険者への種別変更の手続きを

引き続き第3号被保険者となることの確認を受ける手続きが必要
です

配偶者が在職中に65歳になると第2号被保険者でなくなりますの
で、第 1号被保険者への種別変更の手続きを

▽
年
金
額
11
障
害
の
程
度
が
1
級
の
場

合：
100
万
5
千
300
円
／
障
害
の
程
度
が

2
級
の
場
合
…
80
万
4
千
200
円
（
平
成

12
年
度
）

▼
遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
方
や
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
の
あ
る
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合

に
、
そ
の
人
の
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
子
に
つ
い
て
は
、

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
の
問
に
あ
る
子
か
、
ま
た
は

20
歳
未
満
の
障
害
の
あ
る
子
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
亡
く
な
る
前
1

年
間
に
、
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

な
ど
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

▽
年
金
額
11
子
が
1
人
あ
る
妻
…
103
万

※手続きに必要な書類は人によって異なりますので、手続きをする前に、必す問い合わせを。
手続きを忘れると年金がもらえなくなる場合もありますのでこ注意ください

5
千
600
円
／
子
1
人
が
受
け
る
場
合
…

80
万
4
千
200
円
（
平
成
12
年
度
）

ヱ
寡
婦
年
金

寡
婦
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
資
格
の
あ
る
夫
が
何
の
年
金
も
受

け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
、
結
婚
期
間
が

10
年
以
上
あ
る
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
11
夫
の
老
齢
墓
礎
年
金
額
の

4
分
の

3

竺
死
亡
＿
時
金

死
亡

一
時
金
は
、
保
険
料
を
3
年
以

上
納
め
た
方
が
何
の
年
金
も
受
け
ず
に

死
亡
し
た
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
11
保
険
料
納
付
年
数
に
よ
り

12
万
円
ー
32
万
円

ー ともに手をとりやすらぎのあるまちに ゜
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斉日野市ホ＿ムベージの内容
～ようこそ水と緑の文化都市～

市長からのメッセージ

市のプロフィール

市民美術館

市が取り組んでいること

今月の救急・休日・夜間診療

市立総合病院

トシとコアラ

とれたておいしいよ！

行ってみよう！

歩いてみよう！

新選組のふるさと

日野の七福神めぐり

日野市観光バンフレット

市からのお知らせ（新着）

市からのお知らせ（前回まで）

新着のイペント情報

イベント情報

保健医療

新着図書

サークル紹介

官公署だより

まちの話題

暮らしの便利帳の目次

生活ガイド

窓ロガイド

日野市のこみの流れ

こみ改革（こみの出し方）

こみ改革Q&A

災害に備えて

災害時には

貸出施設のこ案内

市役所・支所などの主要施設

教育・文化・スポーツ施設

地区センター

福祉施設

市民の保養施設

小学校の空き教室

日野のあゆみ

数字で見る日野

市民意識調査の結果
平成12年匿上半期補正予算の概要
平成12年度市職員給与を公表

平成 12年度予算概要

ホームベージに関するこ意見はこちらへ

リンクコーナー

日
野
市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
2
年
た
ち
ま
し
た
。
開
設
当
初
の

ア
ク
セ
ス
件
数
は
一
日
平
均
47
件
。
今

年
1
月
に
は
177
件
に
増
え
、
皆
さ
ん
の

情
報
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
広

報
ひ
の
で
紹
介
さ
れ
る
市
の
制
度
の
紹

介
や
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
お
す
す
め
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
、
盛
り
沢
山
。ぜ
ひ
一
度
、

日
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
の
ぞ
い
て

見
て
く
だ
さ
い
。（

市
長
公
室
広
報
担
当
）

＿
「
広
報
ひ
の
」
の
電
子
版

『新
着
情
報
』
、
「市
で
は
今
！
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
の
制
度
や
、
市
が

取
り
組
ん
で
い
る
主
な
事
業
、
ほ
か
に

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
サ
ー
ク
ル
紹
介
、

救
急
病
院
、
休
日
・
夜
間
診
療
所
な
ど

を
広
報
の
発
行
に
併
せ
て
更
新
し
て
い

ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
W
h
a
t
's
N

E
W
!
に
そ
の
号
の
主
な
内
容
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

『
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
』
で
は
、
「
新

選
組
の
ふ
る
さ
と
」
や
市
内
の
散
策
路

な
ど
を
コ
ー
ス
別
に
紹
介
。
日
野
の
歴

史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

一
身
近
な
暮
ら
し
の
情
報

市
内
の
施
設
（
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
施
設
な
ど
）
を
地
図
で
紹
介
し

た

「施
設
案
内
』
、
市
民
生
活
に
関
す

のぞいてみませんか
市のホームページ

http:/ /www.hinocatv.ne.jp/-hinocity / 
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2月は、省エネルギ一月間。身近なエネルギーから節約を。
n駆駅149●' 9、,"’‘’!

日野＝；正・マ ーニニ•-呵ぷ〕
嘉末の京都で活躙Jた新遺組の土方織三と井上涛三郎は日野市の
出身であり、市内に1山ゆかりの史跡や．B9た新遺組の関係を
磁狂筵くの史14が残されで＂ヽ ます ．
r祈遺組のふるさと」と奴ヽ える日野を、
あなたも歩いてみませんか？

， 入•9で、

10月から実篇されるこみ収集方法の変更につ．ヽ て．多くの市民の方から
ご貨問が寄せられています．その責閂I:鱒否をご紹介します．

（リサイクル惰違鐸）

貨問分類 員団klわ

I----- AI 出
左0●悶分繕911んで1駅と；こに1緯？正）•tられ● ●日9999 ● ●示し｀＇

■市の現状

一＾ 行政の対応がエずかったと反荀スいます．ごみの
どん処遭するなどが住民.,---t:•スと 1
ースト11.,Ill9れるとおりこのご ― 

"応していくわけにはいきません，
更のお鵬ヽ をしています．こみをl
こ靭超罰積1北さまざまな
行政を惰ilします．目棋として93、
Uとつの議紐Pで処墳で只）までl

をJ:して．こみをどん
.B＂万”江み行 l'{ll'7

笥をがウて
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一
日
野
市
を
紹
介

『よ
う
こ
そ
日
野
市
へ
』
で
は

「
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
、

市
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
面
積
・
人

ロ
）
が
掲
載
さ
れ
、
市
で
収
蔵
し

て
い
る
美
術
品
を
紹
介
す
る
「
市

民
美
術
館
」
が
あ
り
ま
す
。

『も

っ
と
日
野
市
を
知
り
た
い
方
へ
j

は
、
予
算
・
決
算
や
市
民
意
識
調

査
の
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
。

る
各
種
制
度
や
手
続
き
を
ご
案
内
す
る

『暮
ら
し
の
便
利
帳
』
な
ど
の
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

『ご
み
・
リ
サ

イ
ク
ル
』
で
は
、
昨
年
10
月
の
ダ
ス
ト

ボ
ッ
ク
ス
廃
止
の
ご
み
改
革
に
関
す
る

市
民
の
方
の
質
間
に
お
答
え
し
て
い
る

「
ご
み
改
革
Q
&
A
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
意
見
を

一

お
寄
せ
く
だ
さ
い

日
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
別

表
の
通
り
で
す
。
今
後
も
よ
り
充
実
し

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。『
ご
意
見
・
リ
ン

ク
コ
ー
ナ
ー
』
か
ら
メ
ー
ル
で
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
な
い

方
な
ど
日
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
市
内
の

3

カ
所
（
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
、
中
央
図

書
館
、
高
幡
図
書
館
）
の
パ
ソ
コ
ン
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●表 1 証明書発行など一覧表

申請場所

1戸籍の謄・抄本(450円）

4戸籍の記載事項証明書

(350円／1件）

7住民票の写し (150円）
市民課
七生支所110印鑑登録証（カード）の

交付 (200円／1件）

13住民票の閲覧(300円／

30分）

16公的年金の現況届(--）

2戸籍の附票の写し(150円）

5除籍の記載事項証明書
(450円／1件）

8住民票の記載事項証明書
(150円）

11印鑑登録証明書 (150円）

14登録原票記載事項証明書
(150円）

9不在住（籍）証明書(150円）

12戸籍届け出の受理証明書
(350円）

15町名地番変更証明（ ） 

※1~5については市内に本籍地がある方のみ
※12については日野市への届出した場合のみ
※13、14は市民課のみ
※除籍については問い合わせを

豊田駅

連絡所

1戸籍の謄．抄本 (450円）

4住民票の記載事項証明書

(150円）

7町名地番変更証明(---）

2戸籍の附票の写し(150円）

5不在住証明書 (150円）

8公的年金の現況届(-)

3住民票の写し (150円）

6印鑑登録証明書 (150円）

ご
紹
介
し
ま
す

印
鑑
登
録
・
各
証
明
書
の
発
行

年
度
末
、
年
度
始
め
を
控
え
、
転
居

ど
印
鑑
が
変
形
し
や
す
い
も
の
④
印
影

・
転
勤
・
就
職
・
進
学
な
ど
の
諸
手
続

の
大
き
さ
が
、

一
辺
の
長
さ
8
ミ
リ
の
正

き
に
伴
い
、
届
け
出
や
登
録
、
ま
た
証

方
形
に
収
ま
る
も
の
、
ま
た
は

25
ミリの

明
書
の
受
け
取
り
の
た
め
に
、
市
役
所

正
方
形
に
収
ま
ら
な
い
も
の
⑤
印
影
が

や
支
所
な
ど
に
足
を
運
ば
れ
る
こ
と
も

不
鮮
明
な
も
の
（
ふ
ち
が
か
け
た
も
の
、

多
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

摩
滅
し
た
も
の
な
ど
）

広
報
今
号
で
は
、
印
鑑
登
録
申
請
及
び

◎
登
録
申
請
方
法

各
証
明
書
の
発
行
等
に
つ
い
て
お
知
ら

登
録
申
請
者
、
ま
た
は
代
理
人
（
委

せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

任
状
が
必
要
）
が
、
登
録
す
る
印
鑑
を

窓
口
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

r
J

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
受
け
、
市
で
は
登
録
申
請
の
事
実
確

認
の
た
め
に
本
人
あ
て
に
文
書

（
照
会

書

・
回
答
書
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

印
鑑
登
録
の

申

請

な

ど

回
答
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
代
理

印
鑑
登
録
は
、
皆
さ
ん
の
権
利
と
財
人
可
。
委
任
状
が
必
要
）
。
回
答
書
に

産
を
守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
よ
り
本
人
の
意
思
を
確
認
し
、
印
鑑
登

登
録
手
続
き
は
、
万
全
を
期
し
慎
重
録
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
登
録
者
本
人

に
行
う
た
め
に
、
日
数
を
要
し
ま
す
。

の
申
請
の
場
合
は
、
官
公
庁
が
発
行
し

余
裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
有
効
期
限
内
で
写
真
の
あ
る
、
本
人

◎

登

録

で

き

な

い

印

鑑

と

特

定

で

き

る

も

の

（

運

転

免

許

証

、

パ

①
住
民
票
、
登
録
原
票
に
記
載
さ
れ
て
ス
ポ
ー
ト
、
外
国
人
登
録
証
明
書
な
ど
）

い
る
氏
名
（
氏
、
名
、
氏
名
の

一
部
の
を
持
参
で
、
文
書
に
よ
る
照
会
を
省
略

組
み
合
わ
せ
）
を
表
し
て
い
な
い
も
の
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
職
業
・
資
格
、
そ
の
他
氏
名
以
外
の
登
録
が
済
み
ま
す
と
印
鑑
登
録
証
（
カ

事
項
を
表
し
て
い
る
も
の
③
ゴ
ム
印
な
ー
ド
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◎
印
鑑
登
録
の
廃
止

登
録
印
と
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）

を
持
参
し
、
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
（
代
理
人
の
場
合
、
委
任
状
が
必
要
）
。

◎
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

交
付
申
請
書
に
記
入
し
、
印
鑑
登
録

証
（
カ
ー
ド
）
を
窓
口
に
提
示
し
、
本

人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。．

や
む
を
得

な
い
場
合
は
、
代
理
人
で
も
申
請
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
代
理
人
の
印
鑑
が
必

要
で
す
。

証
明
書
の
発
行
な
ど

証
明
書
発
行
の
手
数
料
等
は
表
ー
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
証
明
書
交
付
申

請
の
際
に
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
を
。

①
申
請
書
に
は
署
名
、
押
印
、
請
求
理

由
（
「
印
鑑
登
録
証
の
交
付
」
・
「
印

鑑
登
録
証
明
書
」
・
「
登
録
原
票
記
載

事
項
証
明
書」

を
除
く
）
を
は
っ
き
り

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②

「
住
民
票
の
写
し
」
に
つ
い
て
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
設
の
た
め
に
原
則
と

し
て
、
本
籍
・
続
柄
を
省
略
し
ま
す
の

で
、
必
要
な
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

③
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
代
理
人
が

「
住
民
票
の
写
し
」
及
び
「
戸
籍
の
謄

．
抄
本
」
を
請
求
す
る
場
合
は
、
請
求

者
本
人
の
自
筆
の
委
任
状
（
書
式
は
印

鑑
登
録
の
委
任
状
の
見
本
を
参
考
に
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
な
ど
に
関
す

る
各
証
明
書
は
、
市
内
の
身
近
な
郵
便

局
か
ら
で
も
請
求
で
き
ま
す
。
郵
送
で

き
る
書
類
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

醤
豊七市
田 生民
駅支課
出所
張云
戸斤~ 591 

昌；
5 l 
0 2 
0 ......... 
3 
‘--

郵
便
局
か
ら

郵
送
請
求
も
で
き
ま
す

委任状

私は、住所 H野市神朋l丁且12番地の1
氏名日野花子 を

代理人と定め次の権限を委任します。

委任事項

I に関すること。

年月
委任する人

住所 日野市神明 l丁且12番地の l
氏名日野 太郎 登録 印

生年月 8 昭和30年1月l8 

nロ

◎ ともに手をとり うるおいのある町に 一~
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＊
相
続
・
遺
言
害
に
関
す
る
電
話
無
料

相
談

▽
日
時

1
1
2
月
16
日
・

17
日
午
前
9
時

S
午
後
6
時
▽
相
談
電
話
番
号
1
1
0
4

（
小
原
）

2

6

 .

.

 8
1
8
0
 

＊
神
経
難
病
・
無
料
検
診
相
談

▽
日
時
1
1
2
月
24
日
午
後
1
時
S

4
時

▽
会
場
11
愛
隣
舎
ホ
ー
ル
（
多
摩
平
3

丁
H
)
▽
内
容
11
医
師
や
専
門
職
員
が

診
療
・
相
談
▽
申
込
み
先

11
特
定
非
営

利
法
人
愛
隣
舎

(
6
5
8
6
.
9
0
5
1
午

前
9
時
ー
午
後
4
時）

＊
学
校
図
書
館
の
つ
ど
い
「
市
民
が
つ

く
る
学
校
図
書
館
審
議
会
」

▽
日
時

1
1
2
月
25
日
午
後
1
時
30
分
ー

4
時
45
分
▽
会
場
11
福
祉
支
援
セ
ン
タ

ー
▽
内
容
11
足
立
区
か
ら
の
報
告
、
日

野
市
の
実
践
報
告
ほ
か
▽
問
合
せ
先
II

日
野
市
の
学
校
図
書
館
を
も
っ
と
よ
く

す
る
会
（
板
垣
6
5
8
1
.
8
1
6
4
)

＊
地
図
で
楽
し
む
小
さ
な
旅
合
同
説
明

会▽
日
時
1
1
2
月
23
日
午
後
3
時
30
分
か

ら
▽
会
場
11
高
幡
図
書
館
▽
コ
ー
ス

11

日
本
ア
ル
プ
ス
・
日
本
海

(
3
月
3

日
）
、
世
界
を
学
ぶ
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

(
3
月
24
日
ー
2
5
H
)
、
東
海
道
宿
場
歩

き
(
4
月
7
日
ー
8
日
）
、
緑
の
奥
利
根

(
4
月

29
日
）
▽
問
合
せ
先

11
菊
澤

(
6
5
9
1
.
3
3
7
8
)
 

＊
演
劇
を
み
る
会
「
あ
さ
か
わ
」
観
劇
会

▽
日
時
1
1
3
月
3
日
午
後
6
時
か
ら
▽

会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
▽
内
容
II

前
進
座
講
演
「
三
人
吉
三
巴
白
浪
」
※

会
員
募
集
中
。
費
用
等
、
詳
細
は
問
い

(
6
5
8
6
.
6
7
5
 

合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11
同
会

6
)
 

＊
姉
妹
都
市
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
高
校
生
ス

テ
イ
先
募
集

▽
春
休
み
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
の
高
校
生
が

H
野
市
を
訪
問
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
し
ま
す
▽

期
間

1
1
3
月
29
日
S

4
月
6
日
▽
人
数

11
男
子
6
人
、
女
子
5
人
▽
内
容
11
宿

泊
、
食
事
（
朝
・
タ
食
）
▽
申
込
み

11

2
月
28
日
ま
で
に
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
姉
妹

都
市
協
会
（
有
山
6
．
回

583
．
9
4
5

8
)

へ

＊
日
野
市
民
文
学
会
・
同
人
誌
19
号
原

稿
募
集

▽
創
作
、
随
筆
、
伝
記
、
童
話
、
詩
、

短
詩
型
文
学
な
ど
の
原
稿
を
募
集
▽
締

切
B
1
1
4
月
10
日
※
発
行
は
6
月
上
旬

▽
問
合
せ
先

11
園
部

(
6
5
8
3
.
9
7
1

0
)
 

＊

「
知
的
障
害
者
通
所
訓
練
施
設
ひ
ろ

ば
サ
ラ
イ
」
ス
タ
ッ
フ
募
集

▽
職
員
11
利
用
者
の
送
迎
運
転
手

▽
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

11
織
り
機
で
作
成
し
た
布

地
を
バ
ッ
ク
な
ど
の
製
品
に
し
て
い
た

だ
け
る
方
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11
同
施
設

(
6
5
8
5
.
6
6

o
l
)
 

＊
七
生
福
祉
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
月
曜
S
金
曜

H
午
前
9
時
S
午
後
4

時
に

3
歳
ー
70
歳
の
知
的
障
害
者
と

一

緒
に
日
中
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
高

校
生
以
上
の
方
を
募
集
▽
問
合
せ
先
II

同
園
（
中
井
6
5
9
1
.
0
0
4
9
)

＊
日
野
保
育
園
看
護
婦
募
集

▽
4
月
1
日
か
ら
勤
務
で
き
る
有
資
格

●「みんなのメモ帳」の締め切り日
3月15日号・・・2月22日

4月1日号・・・3月12日

政治・宗教・営利に関するものは掲載できません。
市主催のものではありませんので、内容の確認は当
事者間で。なお、掲載後に苦情のあったものは、今
後の掲載を見合わさせていただきます。

者
を
募
集
※
詳
細
は
面
接
で
▽
問
合
せ

先
11
同
圃

(
6
5
8
1
.
0
2
4
9
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
▽
日
時

1
1
2
月
2
5
8
午
後
2

時
か
ら
▽
費
用

11
大
人
2
千
500
円
▼
パ

ソ
コ
ン
入
門

▽
日
時

1
1
3
月
7
日
S

9

日
午
後
7
時
S

9
時
▽
費
用

1
1
9
千
円

▼
エ
ン
ジ
ョ
イ
ハ
イ
キ
ン
グ
妙
義
山
▽

日
程

1
1
3
月
13
日
▽
費
用

1
1
8
千
500
円

て
乗
鞍
高
原
・
上
高
地
ス
キ
ー
＆
歩
く

ス
キ
ー

▽
日
程

1
1
3
月
3
日
S

5
日
▽

費
用

1
1
4
万
4
千
円
て
栂
池
高
原
ス
キ

ー
▽
日
程

1
1
2
月
24
日
ー

26
日
▽
費
用

1
1
4
万
6
千
円
▼
カ
ナ
ダ
・
ビ
ク
ト
リ

ア
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
語
学
体
験
学

習
」
の
旅
烹
莉
年
度
子
ど
も
体
操
教
室

参
加
者
募
集
中
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場
・

問
合
せ
先
11
阿
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3

゜
＊

「
花
衣
会
」
の
ひ
な
祭

S
卵
び
な
講

習
会

▽
日
時
1
1
2
月
22
日
午
前
11
時
ー
午
後

4
時
▽
会
場
11
程
久
保
地
区
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
ひ
な
人
形
の
展
示
ほ
か
▽
費

用
11400
円
（
材
料
費
）
▽
問
合
せ
先
II

綴
細
(
6
5
9
2
.
1
7
8
5
)

＊
う
き
う
き
手
芸
教
室

▽
日
時
1
1
2
月
22
日
午
前
10
時
ー
正
午

▽
会
場
11
女
性
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
布

で
可
愛
い
お
ひ
な
さ
ま
を
作
る
▽
費
用

1
1
1
千
円
（
材
料
費
含
む
）
▽
申
込
み

先
11
あ
い
あ
む
2
号
店

(
6
0
7
0
.
6
6

5
7
.
2
9
5
2
)
 

＊
連
続
講
座
「
日
野
福
祉
の
学
校
」

▽
日
時
1
1
2
月
24
日
午
後
2
時
か
ら
▽

会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

1121
世
紀
型
地
域
福
祉
を
考
え
る
▽
講

師

11
酒
井
龍
雄
氏
（
日
野
福
祉
の
学

校
）
▽
費
用
11800
円
▽
問
合
せ
先
11
日

野
福
祉
の
学
校
事
務
局
（
ひ
の
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
内

6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
ワ
ク
ワ
ク
い
き
も
の
探
検
「
親
と
子

で
学
ぶ
、
野
鳥
木
彫
り
教
室
」

▽
日
時
1
1
2
月
25
日
午
前
9
時
30
分
ー

午
後
0
時
30
分
※
南
平
駅
集
合
▽
会
場

11
日
本
野
鳥
の
会
W
I
N
G
（
南
平
）

▽
内
容
11
身
近
な
野
鳥
を
テ
ー
マ
に
木

＊
電
車
D
E
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
日
時
1
1
2
月
18
日、

3
月
1
8
H
午
前

9
時
ー
午
後
4
時
▽
会
場

11
多
摩
動
物

公
園
駅
▽
問
合
せ
先
11
東
京
リ
サ
イ
ク

ル
運
動
市
民
の
会

(
6
0
3
.
3
3
8
4

.
3
6
3
6
)
 

＊
日
野
市
虹
の
家
バ
ザ
ー

▽
日
時
1
1
2
月
25
日
午
前
10
時
ー
午
後

3
時
※
バ
ザ
ー
用
品
の
提
供
を
。
取
り

に
伺
い
ま
す
▽
会
場
・
問
合
せ
先
11
日

野
市
虹
の
家
（
6
．
回

5
8
7
.
2
9
3
7
)

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集

▽
日
時
1
1
3
月
11
日、

4
月
8
日
午
前

9
時
ー
午
後
3
時
▽
会
場

11
高
幡
不
動

尊
境
内
▽
費
用

1
1
1
区
画
2
千
円
▽
問

合
せ
先

11
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
友
の
会

(
6
5
7
9
.
4
0
0
3
)
 

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
の
文
化
交
流

S
生
活
・
風
俗
・
大
学

・
留
学
の
実
情
」

▽
H
時
1
1
2
月
24
日
午
後
2
時
S

4
時

30
分
▽
会
場
11
実
践
女
子
大
学
▽
講
師

11
富
田
和
正
氏
（
中
央
大
学
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

／
ヤ
ロ
ス
ワ
ッ

・
ヴ
ァ
チ
ン
ス
キ
氏
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
大

使
館
員
）
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11
実
践
女

子
大
学

・
短
期
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー

(
6
5
8
5
.
8
8
3
2
)

＊
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
「
オ
ア
シ

ス
」
講
演
会

▽
日
時

1
1
2
月
24
日
午
後
2
時
S

4
時

▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

＂
「
不

登
校
を
考
え
る
」
子
ど
も
の
心

が
わ
か
ら
な
い
、
そ
の
時
あ
な
た
は
▽

講
師
11
渡
辺
位
氏
（
児
童
精
神
科
医
）

彫
り
を
楽
し
む
▽
講
師

11
鈴
木
章
七
氏

（
木
彫
研
究
家
）
▽
対
象
11
小
学
生
以

上
20
人
（
先
着
順
）
※
小
学
生
は
保
護

者
と
一
緒
に
参
加
を
▽
費
用
11
子
ど
も

200
円
、
大
人
500
円
（
材
料
費
）
▽
持
ち

物
11
お
弁
当
、
筆
記
用
具
▽
申
込
み

11

2
月
21
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
参

加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番

号
を
記
入
し
、
多
摩
い
き
も
の
友
の
会

・
下
重

(
〒
191ー

0
0
4
1
南
平
2
の

40
の
2
5
6
5
9
1
.
7
5
0
3
)

へ

▽
費
用

11300
円
（
資
料
代
）
※
事
前
に

申
し
込
み
を
▽
申
込
み
先
11
道
山

(
6

583
.
2
0
5
2
午
後
7
時
ー
10
時）

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
親
子
で
選
ぶ
教
育

S
学
校
以
外
の
教
育
の
発
展
を
願
っ

て」▽
H
時
1
1
2
月
2
5
H
午
後
2
時
S

4
時

▽
会
場

11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
内

容

11
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
楽
し
い
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
」
「
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
の
現

場
か
ら
」
、
質
疑
応
答
▽
問
合
せ
先
11
小

田
島

(
6
5
8
2
.
7
9
5
5
)

＊
講
演
会
「
花
粉
症
の
改
善
法
」

▽
日
時
1
1
3
月
11
日
午
後
2
時
S

4
時

▽
会
場
1
1
勤
労
•
青
年
会
館
▽
対
象I
I

花
粉
症
で
大
変
困
っ
て
い
る
方
▽
問
合

せ
先

11
大
前
(
6
0
4
2
.
9
5
8
.
1
9
3
2
)

＊
少
年
柔
剣
道
新
入
部
員
募
集

▽
内
容

・
日
時

11
柔
道
…
火
曜

・
木
曜

日
午
後
5
時
S

7
時
／
剣
道
…
月
曜
・

水
曜
日
午
後
4
時
30
分
S

7
時
▽
会
場

11
日
野
警
察
署
▽
対
象
11
市
内
在
住
の

小
、
中
学
生
▽
申
込
み

1
1
2
月
16
日
S

3
月
10
日
に
日
野
警
察
署
少
年
係

(
6

8
6
.
0
1
1
0
)

へ

5
 

＊
日
野
市
軟
式
野
球
連
盟
春
季
大
会
チ

ー
ム
登
録
申
し
込
み

▽
日
時

1
1
2
月
17
日
・

18
日
午
前
10
時

ー
午
後
3
時
▽
会
場
11
多
摩
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
管
理
棟
▽
対
象
11
春
季
大
会
参
加

希
望
チ
ー
ム
▽
費
用

11
登
録
料
6
千

円
、
参
加
料
7
千
円
、
互
助
会
費
5
千

円
※
必
ず
前
記
日
時
に
登
録
を
済
ま
せ
、

3
月
18
日
の
主
将
会
議
に
出
席
を

▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
軟
式
野
球
連
盟

（
松
島
6
0
9
0
.
1
8
8
2
.
6
5
7
6
)

＊
女
子
サ
ッ
カ
ー
「
チ
ア
フ
ル
日
野
F

•
C
」
入
会
説
明
会

▽
日
時
1
1
2
月
25
日
午
後
2
時
か
ら
と

3
時
か
ら
の

2
回
▽
会
場
11
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
1112
歳
ー
40
歳
く

ら
い
の
女
性
▽
問
合
せ
先

11
上
田

(
6

5
8
4
.
1
1
9
3
夜
間
）

＊
日
野
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
体
験
講

習
会

▽
日
時

1
1
3
月
4
日
・

1
1
8
.
1
7
日
午

後
1
時
30
分
ー
4
時
▽
会
場
11
南
平
体

育
館
▽
対
象
1115
歳
以
上
の
市
内
在
住

•
在
勤
・
在
学
者
▽
定
員11各
日
1
0人

▽
費
用

11
毎
回
200
円
（
当
H
徴
収
）
▽

問
合
せ
先
11
日
野
市
体
育
協
会
事
務
局

(
6
5
9
3
.
4
7
4
0
)
 

*
2
0
0
1
年
光
の
家
祭

▽
日
時

1
1
2
月
17
日
午
後
0
時
30
分
S

4
時

30
分
▽
内
容

11
正
秋
バ
ン
ド
演

奏
、
演
劇
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
作

業
作
品
の
展
示
・
販
売
、
模
擬
店
▽
会

場
・
問
合
せ
先
11
東
京
光
の
家

(6581

•2340) 
＊
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

▽

H
時
1
1
2
月
2
5
H
午
後
6
時
30
分
S

8
時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
費
用

1
1
1
千
円
▽
問
合
せ
先
II

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
エ
ポ
ッ
ク
（
馬
場
6

5
8
4
.
6
0
8
2
)
 

＊

「
景
水
会
」
書
道
展

▽
H
時
1
1
2
月
2
0
Hー

25
日
※

2
0
8
S

23
日
は
正
午
S
午
後
6
時、

2
4
H
は
午

前
10
時
S
午
後
6
時、

25
日
は
午
前
10

時
ー
午
後
5
時
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先
11
栗
城

(
6

5
8
3
.
6
8
1
5
夜
間
）

＊
木
内
・
小
泉
水
彩
画
二
人
展

▽
H
時
1
1
2
月
27
日
ー
3
月
4
日
午
前

10
時
ー
午
後
6
時
※
3
月
4
日
は
午
後

5
時
ま
で
▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先
11
小
泉

(6581.

6
7
4
6
)
 

＊

「
陶
彩
会
」
作
陶
展

▽
日
時
1
1
3
月
6
日
ー
11
日
午
前
10
時

ー
午
後
6
時
※
11
日
は
午
後
4
時
ま
で

▽
会
場
11
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽

問
合
せ
先

11
栗
田

(
6
5
9
1
.
3
5
2

1
)
 

＊

「
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
花
」
写
真
展

▽
日
時
1
1
3
月
13
日
ー
1
8
H
午
前
10
時

ー
午
後
5
時
※
18
日
は
午
後
4
時
ま
で

▽
会
場
11
高
幡
図
書
館
▽
問
合
せ
先
II

久
保

(
6
5
9
3
.
6
8
2
1
)

＊
混
声
合
唱
団
「
コ
ー
ア
・
カ
メ
ラ
ー
タ
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
6
時
30
分
ー

9
時

に
立
川
中
央
公
民
館
な
ど
で
※
発
声
練

習
あ
り
▽
費
用

11
月
4
千
500
円
▽
問
合

せ
先

11
加
藤

(6
5
5
9
.
3
9
4
4
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ス
イ
ト
ピ
ー
」

▽
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
S

9
時
に
五

小
な
ど
で
▽
対
象
11
経
験
者
※
指
導
あ

り
。
見
学
歓
迎
▽
費
用
11
入
会
金
1
千

円
、
月
3
千
500
円
▽
問
合
せ
先

11
本
柳

(
6
5
8
4
.
3
4
0
2
)
 

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
リ
バ
テ
ィ

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
30
分
S

7
時

4
0分
（
初
心
•
初
級
者
）
、7
時
5
0分

S

9
時
20
分
（
中
級
者
）
に
湯
沢
福
祉

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
※
プ
ロ
の
指
導
あ
り

▽
費
用

11
入
会
金
2
千
円
、
月
2
千
円

（
中
級
者
は
3
千
円
）
▽
問
合
せ
先
II

阪
田

(
6
5
8
3
.
9
9
8
8
)

＊
婦
人
学
級
「
い
に
し
え
」

▽
毎
月
1
回
百
草
図
書
館
な
ど
で
▽
内

容

11
日
野
市
に
関
す
る
史
実
を
中
心
に

日
本
史
の
勉
強
、
現
地
の
視
察
▽
費
用

11
年
会
費
前
期
・
後
期
各
5
千
円
▽
問

合
せ
先

11
高
村

(
6
5
9
1
.
7
7
2
7
)

＊
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
「
カ
ン
ト
リ
ー
フ

ラ
ワ
ー
ズ
」

▽
3
月
7
日
か
ら
の
毎
週
水
曜
日
午
前

9
時
30
分
S
正
午
に
新
川
辺
地
区
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
▽
内
容
11
音
楽
と
コ
ー
ル

で
踊
る
8
人
単
位
の
ダ
ン
ス
※
初
心
者

歓
迎
。
無
料
体
験
あ
り
▽
費
用

11
月
1

千
円
▽
問
合
せ
先

11
松
原

(
6
5
9
1
.
9

1
6
2
)
 

＊
さ
く
ら
愛
好
会

▽
毎
月
第
3
木
曜
日
午
後
1
時
S

3
時

に
中
央
公
民
館
な
ど
で
▽
内
容
11
桜
の

魅
力
に
つ
い
て
の
講
座
、
見
学
会
ほ
か

▽
費
用
11
年
6
千
円
▽
申
込
み

11
往
復

ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
高

倉
政
嗣
(
〒
191ー

0
0
5
3
豊
田
4
の

19
の
3
1
6
5
8
4
.
5
9
0
l
)

へ

＊
大
正
琴
「
み
き
琴
乃
会
」

▽
毎
月
第
2
•

第
4

月
曜
・
金
曜
日
午

前

10
時
S

3
時
に
高
幡
地
区
セ
ン
タ

ー
、
多
摩
平
東
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

▽
費

用
11
月
2
千
円
※
初
心
者
歓
迎
、
見
学

可
▽
問
合
せ
先
11
鎌
倉

(
6
5
8
1
.
7
7

5

9
夜
間
）

＊
多
摩
南
吹
奏
楽
団

▽
毎
週
日
曜
日
午
後
1
時
S

5
時
ま
た

は
午
後
6
時
S

9
時
に
五
小
な
ど
で
▽

費
用

11
月
2
千
円
（
高
校
生
は

1
千
円
）

▽
問
合
せ
先
11
山
田
(
6
5
9
1
.
1
8
8
8
)

― ともに手をとり夢のあるまちに

゜
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■さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
水
辺
の

春
を
も
と
め
て
歩
こ
う
」

長
い
距
離
も
み
ん
な
で
歩
け
ば
辛
く

な
い
ー
．
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
8
時
1
1
3
月
4
日
午
前
9
時
か
ら
3

時
間
程
度
※
雨
天
実
施

▽
受
付
11
午
前
8
時
20
分
ー
50
分
に
八

坂
神
社

(
H
野
駅
徒
歩
3
分
）
で

▽
コ
ー
ス

11
八
坂
神
社
↓
日
野
橋
↓
谷

保
天
満
宮
↓
府
中
四
谷
橋
↓
向
島
用
水

親
水
路
の
約
12キ
ロ

▽
費
用
11200
円
（
当
日
徴
収
）

※
以
前
参
加
さ
れ
て
参
歩
証
を
お
持
ち

の
方
は
持
参
を

▽
申
込
み
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
※
当

日
集
合
場
所
で
の
申
し
込
み
も
可

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
3
月
利
用
分

抽
選
会

▽
日
程
1
1
2
月
19
日

▽
区
分
・
時
間
11
①
体
育
館
…
午
後
2

時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
・
・
3
時
③
校
庭
…

4
時

▽
会
場
11
市
役
所
5
階

505
会
議
室

▽
参
加
資
格
11
学
校
体
育
施
設
開
放
利

用
団
体
登
録
証
を
持
参
し
た
方
※
中
学

生
以
下
は
不
可

▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■講
習
会
「
庭
木
の
手
入
れ
方
法
」

庭
木
は
、
自
分
で
手
を
か
け
れ
ば
か

け
る
ほ
ど
身
近
な
も
の
と
な
り
、
愛
情

が
わ
い
て
き
ま
す
。
初
心
者
を
対
象

に
、
庭
木
の
基
本
的
な
手
入
れ
方
法
と

せ
ん
て
い

剪
定
の
仕
方
を
講
習
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
3
月
6
日
午
前
10
時
ー
正
午

▽
会
場
11
日
野
市
環
境
緑
化
協
会

▽
講
師
11
日
野
緑
進
会
会
員

▽
定
員
1130
人

▽
申
込
み

1
1
2
月
26
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
講

習
会
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、

返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

圏
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
(
〒
1
9
1
_
o

0
1
6
神
明
2
の
13
の
1
6
5
8
5
.
4
7

4
0
)

へ

■H
I
N
o
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
多
摩
動
物
公

園
内
を
回
る
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
グ
ル

ー
プ
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
3
月
11
日
午
前
9
時
30
分
ー

午
後
2
時
30
分
※
雨
天
中
止

▽
会
場
11
多
摩
動
物
公
園
内
の
コ
ー
ス

※
集
合
は
同
公
園
正
門
前

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ

50
組
※
小
学
生

グ
ル
ー
プ
も
可

▽
持
ち
物
11
雨
具
、
筆
記
用
具
、
弁
当

▽
共
催
11
日
野
市
子
ど
も
会
連
合
会
、

G
I
N
G
A
、
日
野
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
研
究
会

▽
申
込
み

1
1
3
月
6
日
ま
で
に
中
央
公

民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ

■日
野
市
勤
労
者
セ
ミ
ナ
ー

「
揺
れ
動
く
企
業
年
金
と
社
会
保
障
」

生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
生
活
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
社
会
の
仕
組
み
の

整
備
と
と
も
に
、
労
働
者
一
人
ひ
と
り

の
理
解
と
努
力
が
求
め
ら
れ
る
昨
今
゜

将
来
の
生
活
設
計
の
準
備
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容
11
①
3
月
15
日
…
川
端

重
夫
氏
（
川
端
社
会
保
険
労
務
士
事
務

所
長
）
の
講
演
「
雇
用
保
険
と
年
金
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
」
②
3
月
16
日
…
和
泉

信
俊
氏
（
イ
ズ
ミ
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
リ

サ
ー
チ
代
表
）
の
講
演
「
企
業
年
金
改

革
の
ゆ
く
え
＼

H
本
版
401K
の
動
向
」

▽
時
間

11
午
後
6
時
30
分
ー
9
時

▽
会
場
1
1
勤
労
•
青
年
会
館
※
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
を

▽
定
員
11
各
回
80
人
※
先
着
順
。
手
話

通
訳
あ
り
。
事
前
に
申
し
込
み
を

▽
申
込
み
先

11
産
業
振
興
課

■生
活
者
セ

l

-

l

ナ
ー
「
私
た
ち
の
く
ら

し
と
生
態
系
・
地
球
環
境
と
の
関
わ
り
」

環
境
問
題
は
日
ご
と
に
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ど
れ
も
こ
れ
も
が
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
自
然
の
仕
組
み
か
ら
、

現
在
の
環
境
問
題
を
考
え
ま
す
。

▽
H
程
・
テ
ー
マ

1
1
3
月
10
日
…
生
態

系
の
仕
組
み
／
17
日
…
地
球
環
境
の
仕

組
み

▽
時
間
11
午
後
2
時
S
4
時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
大
石
正
道
氏
（
北
里
大
学
助

手）▽
定
員
1140
人
※
先
着
順
。

2
歳
児
以

上
の
保
育
あ
り
。
希
望
者
は
3
月
5
日

ま
で
に
申
し
込
み
を

▽
申
込
み
先
11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4
1

1
2
)
 

■高
齢
者
市
民
企
画
（
う
や
も
た
サ
ロ

ン
）
「
三
味
線
音
楽
…
長
唄
」

日
本
の
伝
統
音
楽
・
長
唄
の
ル
ー
ツ
、

名
曲
「
時
雨
西
行
」
や
「
二
代
目
杵
屋

勝
一一
一
郎
」
の
話
、
「
越
後
獅
子
」
「
勧
進

帳
」
な
ど
の
名
曲
を
C
D
で
聴
い
た
り
、

実
技
指
導
を
受
け
な
が
ら
長
唄
の
魅
力

を
探
り
ま
す
。

▽
日
時
1
1
2
月
23
日、

3
月
2
日
午
前

10
時
30
分
ー
正
午

▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
堀
ゆ
き
氏
（
高
齢
者
市
民
企

画
者
）

▽
定
員
1
1
1
5
人

▽
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館

(6581.

7
5
8
0
)
 

■中
高
年
初
心
者
向
け
「
パ
ソ
コ
ン
教

室」▽
日
程

11
①
3
月
7
日
ー
9
日
②
3
月

21
日
ー
23
日

▽
時
間
11
午
後
1
時
ー
3
時

▽
会
場
11
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

98
の
基
本
操

作▽
費
用
1
1
6
千
500
円

▽
定
員
11
各
回
10
人
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選

▽
申
込
み

1
1
2
月
22
日
（
必
着
）
ま
で

に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
性
別
、
希
望
日
を
記
入
し
、

日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
l
P
C

教
室
係
(
〒
1
9
1
_
0
0
1
1
日
野
本
町

2
の
4
の
7
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)

へ

チェロ

長谷川 陽子 竜典

■中
高
年
向
け
「
絵
画
教
室
」

烹
切
心
者
ク
ラ
ス

▽
H

時
1
1
4

月
か
ら
の
毎
月
第
1
•

第

3
水
曜
日
午
前
9
時
30
分
ー
正
午

▽
対
象
1145
歳
以
上
の
市
民
20
人
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選

マ
経
験
者
ク
ラ
ス

▽
日
程
11
毎
月
第
1
・
第
3
水
曜
日
午

後
か
木
曜
日
午
前
の
2
コ
ー
ス

▽
対
象
11
当
絵
画
教
室
に
未
参
加
の
45

歳
以
上
の
市
民
若
干
人

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
11
シ
ル
バ

1
人
材
セ
ン
タ
ー
分
室
（
万
願
寺
）

▽
内
容
11
油
彩
、
水
彩
、
デ
ッ
サ
ン

▽
費
用
11
入
会
金
2
千
円
、
月
3
千
300

円
、
材
料
費
年
8
千
円

※
申
込
者
は
2
月
23
日
の
説
明
会
に
出

席
を

▽
申
込
み

1
1
2
月
21
日
ま
で
に
日
野
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
絵
画
教
室
係

(
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)

へ

■春
風
に
の
せ
て

S
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
は
い
か
が
で
す
か

こ
の
日
の
た
め
に
、
長
谷
川
陽
子
自

身
が
曲
を
選
び
、
日
野
市
出
身
の
沼
尻

竜
典
が
指
揮
を
し
ま
す
。

息
も
つ
か
せ
ぬ
チ
ェ
ロ
の
独
奏
と
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
醍
醐
味
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
3
月
16
日
午
後
7
時
か
ら

▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
曲
目

11
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ャ
ン
「
チ
ェ

ロ
と
管
弦
楽
の
た
め
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
、
マ
ー
ラ
ー
「
交
響

曲
第
1
番
『
巨
人
』
」
ほ
か

▽
費
用
"
3
千
円
※
中
学
生
以
下
1
千

500
円
。
全
席
指
定

■み
な
み
だ
い
ら
保
育
園
「
な
か
よ
し

こ
よ
し
、
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
」

ご

一
緒
に
「
ひ
な
ま
つ
り
会
」
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
1
1
3
月
1
日
午
前
10
時
S
1
1
時

▽
内
容
11
身
体
計
測
、
ひ
な
人
形
作
り

ほ
か

▽
対
象
11
未
人
園
児
と
保
護
者

▽
会
場
・
問
合
せ
先
11
み
な
み
だ
い
ら

保
育
園

(
6
5
9
1
.
2
4
6
8
)

■小
・
中
学
生
の
つ
ど
い

S
大
坂
上
中

地
区
青
少
年
育
成
会

三
小
・
七
小
・
東
光
寺
小
の

6
年
生

に
中
学
校
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
大

坂
上
中
生
徒
と
の
つ
ど
い
を
行
い
ま

す
。
部
活
動
の
紹
介
や
体
験
入
部
も
あ

り
ま
す
。

▽
日
時
1
1
3
月
3
日
午
後
1
時
か
ら

▽
会
場
11
大
坂
上
中

▽
問
合
せ
先
11
大
坂
上
中
地
区
青
少
年

育
成
会
（
岩
原
6
5
8
4
.
8
1
9
2
)

■春
の
児
童
館
ハ
イ
キ
ン
グ

児
童
館
で
は
、
小
学
1
年
生
以
上
の

児
童
を
対
象
に
し
た
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

を
3
月
1
0
H
に
実
施
し
ま
す
（
み
さ
わ

児
童
館
は
3
月
28
日
）
。
定
員
は
各
館

30
人
（
先
着
順
）
、
申
し
込
み
は
、

2

月
15
日
午
前
9
時
か
ら
（
し
ん
め
い
児

童
館
の
み
午
後
4
時
か
ら
）
で
す
。

な
お
、
事
前
に
お
子
さ
ん
向
け
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。

竺
日
本
最
大
級
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

見
に
行
こ
う

．

▽
時
間
11
午
前
9
時
30
分
S
午
後
4
時

30
分

▽
会
場
11
府
中
市
郷
土
の
森

▽
費
用
11400
円

▽
申
込
み
先
11
ひ
の
児
童
館

(6581.

7
6
7
5
)
 

竺
東
京
最
大
級
の
児
童
館
と
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
を
体
験
し
よ
う

▽
時
間

11
午
前
9
時
S
午
後
4
時

▽
会
場
11
東
京
都
児
童
会
館
と
電
力
館

（
渋
谷
区
）

▽
費
用
11320
円

▽
申
込
み
先

11
も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

(
6
5
9
1
.
7
0
0
1
)
 

▽
申
込
み
先
11
市
民
会
館

(
6
5
8
5
.
2

0
1
1
)
 

竺
河
原
で
見
つ
け
る
春
の
鳥
た
ち
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

▽
時
間
11
午
前
9
時
30
分
S
午
後
3
時

▽
会
場
11
関
戸
橋
下
流
河
川
敷

▽
費
用
11120
円

▽
申
込
み
先
11
み
さ
わ
児
童
館

(6591

.
3
4
5
6
)
 

▼
「
合
言
葉
は
428
で
発
見
！
！
」

▽
時
間
11
午
前
9
時
30
分
S
午
後
4
時

▽
会
場
11
東
京
都
児
童
会
館
と
電
力
館

（
渋
谷
区
）

▽
費
用
11350
円

▽
申
込
み
先

11
ひ
ら
や
ま
児
童
館

(
6

2
 

9
.
6
8
l
l
 

5
 

ご
馬
と
あ
そ
ぽ
う

S
乗
馬
と
馬
の
世
話

体
験

▽
時
間
11
午
前
9
時
S
午
後
4
時

▽
会
場
11
相
模
原
市
麻
溝
公
園

▽
費
用

11890
円

▽
申
込
み
先
11
し
ん
め
い
児
童
館

(
6

5
8
.
6
5
8
8
)
 

▼
わ
く
わ
く
ハ
イ
キ
ン
グ
「
巨
大
足
あ

と
の
ひ
み
つ
」

▽
時
間
11
午
前
8
時
45
分
ー
午
後
4
時

▽
会
場
11
相
模
原
市
麻
溝
公
園

▽
費
用
11830
円

▽
申
込
み
先
11
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

(
6
5
8
3
.
4
3
4
6
)
 

■児
童
館
6
館
合
同
観
劇
会
S
人
形
劇

「
ぼ
く
ケ
ー
キ
屋
」

▽
日
時
1
1
3
月
6
日
午
前
10
時
30
分
か

ら
と
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
出
演
1
1
東
京
電
力
•
T
E
P
C
O

お

は
な
し
き
ゃ
ら
ば
ん

▽
対
象
11
乳
幼
児
と
保
護
者
、
小
学
校

低
学
年

※
各
児
童
館
で
無
料
チ
ケ
ッ
ト
を
配

布
。
詳
細
は
各
児
童
館
（
前
掲
記
事
参

照
）
に
問
い
合
わ
せ
を

■春
休
み
＿
日
図
書
館
員
募
集

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
図
書
館
の

仕
事
を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
く

一

日
図
書
館
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
3
月
28
日
・

2
9
H
.
3
0
日
の

い
ず
れ
か
1
日
、
午
前
8
時
30
分
ー
午

後
4
時

▽
会
場
11
中
央
図
書
館

▽
対
象
JI
市
内
在
住
の
小
学
校
5
.
6

年
生
、
中
学
生

▽
定
員
1112
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選

▽
申
込
み

1
1
2
月
28
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

電
話
番
号
、

学
校
名
、
現
在
の
学
年
、
希
望
日
（
複

数
可
）
を
記
入
し
、
中
央
図
書
館
一
日

図
書
館
係
(
〒
191ー

0
0
5
3
豊
田
2

の
4
9
6
5
8
1
.
7
3
5
4
)

へ

■子
育
て
ト
ー
ク

S
悩
み
を
語
り
あ
い

ま
し
ょ
う

音
楽
と
、
須
賀
先
生
の
お
話
を
交
え

て
、
み
ん
な
で
子
育
て
の
悩
み
を
語
り

あ
い
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
1
1
3
月
8
日
午
前
10
時
30
分
S

午
後
0
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
須
賀
康
正
氏
（
小
児
科
医
）

▽
対
象
11
子
育
て
中
の
保
護
者

▽
定
員

1150
人
※
先
着
順
。
1
歳
＼
4

歳
児
20
人
の
保
育
あ
り

▽
申
込
み

1
1
3
月
7
日
ま
で
に

H
野
市

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
女
性
部
会

（
荒
井
6
5
9
2
.
9
8
7
0
)

へ

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課
社
会
係

■日
野
市
国
際
交
流
協
会
会
員
募
集

3
月
11
日
は
「
国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
」

市
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
籍
の
方
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
民
皆
さ
ん

の
暖
か
い
心
で
、
支
援
事
業
や
交
流
行

事
を
よ
り
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
資
料
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

▽
年
会
費
1
1
2
千
円

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
国
際
交
流
協
会

(
6
5
8
6
.
9
5
1
1
)
 

■6
年
生
が
つ
づ
っ
た
作
文
集
「
緑
の

ま
ち
」
を
配
布

閲
H
野
市
環
境
緑
化
協
会
で
は
、
市

内
の
6
年
生
が
緑
を
テ
ー
マ
に
つ
づ
っ

た
作
文
集
を
ご
希
望
の
方
に
配
布
し
ま

す
。
こ
れ
は
応
募
作
品
733
編
か
ら
、

75

編
を
選
ん
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

緑
や
自
然
に
つ
い
て
、
実
体
験
を
通

し
て
感
じ
た
素
直
な
子
ど
も
た
ち
の
気

持
ち
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
配
布
数
11200
冊
※
先
着
順

▽
配
布
場
所
・
問
合
せ
先
11
圏
日
野
市

環
境
緑
化
協
会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
日

野
中
央
公
園
南
側
）

゜ 清流は一人ひとりの思いやり 一
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日野市の人口 ※世帯数は外国人世帯を除く
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野市珊境緑化協会では、この植樹に多くの市

民の皆さんの参加を呼び掛けています。 4~
5年先の美しい光景を想像しながら、サクラの
名所づくりに参加しませんか。

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

（
大
島
桜
）

4
月
に
鮮
や
か
な
新
葉
と
同
時
に

開
花
し
ま
す
。
花
は
、
直
径
3
¥
4

五ン
で
白
く
て
香
り
が
あ
り
、

3
S
4

個
が
房
の
よ
う
に
な
っ
て
咲
き
ま

す
。
「
桜
餅
」
を
包
む
葉
は
、
こ
の

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
葉
を
塩
漬
け
し

た
も
の
。
こ
の
樹
種
を
選
ん
だ
理
由

と
し
て
①
園
芸
種
で
は
な
く
山
桜
系

で
あ
り
、
自
然
の
景
観
を
損
な
わ
な

い
②
枝
が
張
ら
ず
上
に
伸
び
る
性
質

で
、
病
害
虫
に
比
較
的
強
い
③
「
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
よ
り
開
花
時
期
が
や

や
遅
く
、
お
花
見
が
長
く
楽
し
め
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
東
京
で
も
大
雪
が
降
り
、
寒

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
サ
ク
ラ
の
開

花
す
る
暖
か
い
気
候
が
待
ち
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

白
や
桃
色
の
き
れ
い
な
花
で
私
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
サ
ク
ラ
。

市
内
に
は
日
野
中
央
公
園
や
旭
が
丘
中

央
公
園
、
浅
川
の
向
川
原
堤
緑
道
や
平

山
城
址
公
園
駅
北
側
の
「
平
山
堤
」
な

ど
、
い
く
つ
か
の
名
所
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
サ
ク
ラ
の
名
所
を
多
摩
川
の
堤

防
敷
に
も
つ
く
ろ
う
と
、
圏
日
野
市
環

境
緑
化
協
会
で
は
、
平
成
11
年
11
月
か

ら
「
サ
ク
ラ
植
樹
募
金
活
動
」
を
始
め

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
こ
れ
ま
で
に
約
368
万
円
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
昨
年

は
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
10
本
を
植

樹
。
今
年
は
引
き
続
き
20
本
を
植
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
協
会
で
は
、

苗
木
が
順
調
に
成
長
し
、

4
ー

5
年
先

に
は
新
し
い
サ
ク
ラ
の
名
所
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
”
皆
で
つ
く

ろ
う
！
サ
ク
ラ
の
名
所
“

°
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
2
月
25
日
①
午
前
10
時
か
ら

※
荒
天
の
場
合
は

3
月
4
日
（

▽
場
所
11
日
野
橋
か
ら
下
流
へ

2502い付

近
の
多
摩
川
右
岸
※
上
図
参
照

▽
持
ち
物
11
移
植
ご
て

▽
問
合
せ
先
11
閲
日
野
市
環
境
緑
化
協

会

(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
こ
利
用
を

〈
ふ
る
さ
と
人
物
誌
⑩
〉

地
域
の
近
代
化
に
活
躍
し
た

±

方

闘

三
沢
村
（
日
野
市
三
沢
）
の
土
方
園

え
ん
へ
＂

は
、
幕
末
に
は
圃
平
と
い
っ
た
。
後
北

条
氏
の
家
臣
で
あ
る
三
沢
十
騎
衆
の
後

裔
と
い
わ
れ
て
い
る
。
天
保
元
年

(
1

8
3
0
)
に
生
ま
れ
、
八
王
子
千
人
同

心
の

一
員
と
し
て

39
歳
の
時
明
治
維
新

を
迎
え
た
。
不
惑
の
歳
を
目
前
に
し
た

一
人
の
人
間
が
、
近
代
化
を
目
指
す
時

代
に
旧
幕
臣
と
い
う
負
を
担
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
我
が
道
を
切
り
開
い
て
い
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
6
年

(
1
8
7
3
)
学
制
発
布

の
も
と
に
三
沢
・
程
久
保
・
高
幡
・
百

草
・
落
川
の

5
カ
村
は
、
潤
徳
学
校
を

設
立
し
、
土
方
は
学
校
の
役
員
代
表
に

な
り
、
訓
導
（
資
格
を
持
っ
た
先
生
）

と
し
て
地
域
の
教
育
の
先
頭
に
立
っ

た
。
学
校
は
医
王
寺
と
土
方
家
の

一
部

を
教
場
に
し
た
。
8
年
に
医
王
寺
が
焼

失
す
る
と
、
士
方
は
自
宅
の
長
屋
門
を

改
造
し
て
教
場
に
当
て
た
。

13
年
1
月
、
当
時
神
奈
川
県
に
属
し

て
い
た
八
王
子
で
、
第
十
五
曖
鳴
社
が

設
立
さ
れ
、
県
下
で
最
初
に
自
由
民
権

運
動
の
火
が
点
火
さ
れ
た
。
翌
14
年
1

月
、
民
権
運
動
弾
圧
の
集
会
条
例
に
も

め
げ
ず
、
八
王
子
政
談
学
術
演
説
会
が

結
成
さ
れ
、
東
京
か
ら
演
説
者
を
招
い

て
政
談
学
術
演
説
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
会
の
発
起
者
に
土
方
が
参
加
し
て

い
た
。
同
じ
こ
ろ
に
、
原
町
田
で
は
石

阪
昌
孝
ら
の
呼
び
掛
け
で
武
相
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
に
は
武
相
7

郡
の
名
望
家
ら

204
人
が
出
席
し
た
が
、

土
方
も
そ
の

一
入
で
あ
っ
た
。

土
方
は
医
師
と
し
て
も
活
躍
し
、

31

年
東
京
医
師
会
南
多
摩
郡
支
部
の

29
人

の
医
師
の

一
人
と
し
て
、
彼
の
名
前
を

見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
33
年、

71
歳
で
他
界
す
る
が
、
子
の
土
方
篠
―
――

B月 9月 11月

郎
は
同
郷
の
士
、
高
幡
の
森
久
保
作
蔵

の
も
と
で
三
多
摩
壮
士
（
自
由
民
権
運

動
後
の
活
動
家
）
の
指
導
者
と
し
て
、

東
京
市
の
牛
込
区
長
に
な
っ
て
い
る
。

（
日
野
市
古
文
書
等
歴
史
資
料
整
理
編

集
委
員
会
委
員

・
沼
謙
吉
）

i
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市
長
宅
の
こ
み
減
量
の

取
り
組
み
(
1
日
1
人
あ
た
り
）

※
リ
サ
イ
ク
ル
9
品
自
を
除
い
た
可
燃
・
不
燃
rJ
み
の
合
計
で
す

001

567

□[ 
ー月2

 

ー

固
定
資
産
税
．
都
市
計
画
税
（
第
4
期）

詞
の
犀
曳
と
民
俗
¢

▲潤徳学校の額


